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など 7 校の官立学校に学んだ韓国人留学生について， í入学・中退・卒業の状況J í専攻分野J í入学年齢J í身分」

















をあてたことも特筆すべき点である o とくに第三部の最後では金性沫と金柄魯というこ人を取り上げ， 日本留学と帰
国後の活動について，新たな史実をふまえ具体的に論じた点は注目される o
とはいえ若干の問題点も存在している。まず本論文の分析は，ほぼ三・一独立運動期までに限定されているが，問
題の性質上，検討の対象が日本統治の全期間にわたることが期待される o また同時代の中国などからの日本留学生，
あるいは日本から欧米へ渡った留学生との比較において特徴を明示することも必要であろう。さらに植民地本国の知
の被植民者知識層による受容と流用が，韓国の一般民衆にどのような影響を及ぼしたのかについても立ち入った考察
が求められよう。
しかしながらこれらの問題は，本論文の到達した成果を損なうものではなく，むしろ今後の課題として考えられる
べきものである。よって本研究科委員会は，本論文を博士(文学)の学位を授与するにふさわしい内容を有するもの
と認定する。
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